
















その内容から、陰謀によって朝彦親王が広島藩預かりとなり、安芸国に御到着されて間もない頃の御歌と知れる。親王が賀陽宮を称されていた時代である。この和歌は、 『芸州御下向御日波類（以下、「御日波類」 ） 』 （ 『朝彦親王日記二』 （東京大学出版会、一九六九年）所収）や『青蓮歌集』 （一九二一年跋）に収載されて
いない0
もの。
本稿では、新出資料と思われ この短冊（京都の個人蔵、以下の短冊も同じ）につい 、些か考察を加えてみた 。　
また、勅許により宮が京都に御還住され、明治天皇御下賜の静寛































りされて、翌二十日に舟より陸に上がられたものと思われる。 「さてさてくく敷事ども」とあるので、親王はかなり船酔いに悩まされておられたものと推察される。二十日に、すぐ浅野家別邸には入られず、静養を兼ねてどこかに宿泊され、湯を使い装束を改められたものと思われる。そし 翌二十一 、広島藩主浅野長勲の別邸にお入りになった。　
はるばる京都から下向され、浅野長勲の心づくしで世話役や警護
の者が付き、格別の持て成しを受けられた親王であった。しかし、不軌を図ったとの冤罪で都か 遠く安芸国まで遷謫された親王の御心境は如何ばかりであったろう 。悲し わびしく、帰心
 矢の如


































































































































































いのは、佐伯郡古江村（現在 広島市西区古江上）にあった西御山屋敷ともいわれた翠江園（現在の広島学院中高等学校のある付近）ではないかと想像される。小高い場所で広島湾を一望できる景勝の地であり、やんごとなきお方をお迎えす に相応しい屋敷 ある。厳島からは別の舟に乗り換えられて、己斐川下流（現在は拡張されて太田川放水路となって る）を遡り、 （一八六九年に干拓された）現在の庚午あたりから北西 古江（干拓以前の当時はいずれも川）に舟を走らせて、翠江園にほど近 ところから陸に上がられたのではないか。　
なお、親王は後日、辻維岳（一八二三～一八九四）の旧宅に移徙
































































































































中の短冊一葉、そして京都御還住後の、京都下立売御門内の静寛院宮旧邸を下賜されて、御移徙された喜びを詠じられた和歌短冊、の二葉の短冊について些か考察を加え 。三葉の短冊は全て新出のものであり、とりわけ、御謫居中の短冊に認められた和歌 、これまで未見のものであるため 本稿に 紹介を兼ねて考察したものである。　
一体、肉筆資料というものは、書き手の心身 状態が表われてい
ることが多い。本稿 掲出した短冊もそうであった。なおかつ、認められた和歌がこれまで知られていなかったり、文字 異同があれば、なおさら価値を持つ と言える。　
朝彦親王は幕末から明治にかけての動乱期に 皇族という立場で
歴史の表舞台に立たれた重要人物である。そ 肉筆資料は、歴史的・文学的・書法的な見地から分析考察しうるものであり、そこら少なからざる事実が見いだせるように思われる。今回、 「厳しま
一六
